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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
百
五
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営

土
地
改
良
事
業
（
日
野
堰
地
区
た
め
池
等
整
備
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
次
の
と
お
り
関
係
書
類

を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
縦
覧
書
類

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
四
月
二
十
二
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所

北
杜
市
役
所

四
　
異
議
申
立
期
間

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
五
月
七
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
県
道

を
路
線
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務
所

峡
北
支
所
に
お
い
て
、こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
十
五
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

整
理

旧
新

路
　
線
　
名

起
　
　
　
　
　
点

重
要
な
経
過
地

番
号

の
別

終
　
　
　
　
　
点

韮
崎
市
穴
山
町
宿
尻

旧

穴
山
停
車
場
線

韮
崎
市
中
田
町
小
田
川

５４

韮
崎
市
穴
山
町
夏
目

新

穴
山
停
車
場
線

韮
崎
市
中
田
町
小
田
川

山
梨
県
告
示
第
百
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
十
五
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
九
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

二
二
五

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
五
年

三
月
二
十
五
日

第
二
千
三
百
九
号

月　曜　日



道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

白
井
河
原
八

笛
吹
市
石
和
町
四
日
市
場
字
矢
蔵
下

一
七
四
・
二
平
成
二
十
五

田
線

町
一
五
八
八
番
の
一
地
先
か
ら

年
三
月
二
十

笛
吹
市
石
和
町
四
日
市
場
字
紙
屋
町

七
日

一
六
六
〇
番
の
三
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
十
五
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

十
谷
鬼
島
線

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
鰍
沢
字
角
久
保

二
九
・
〇
平
成
二
十
五

七
〇
〇
七
番
地
先
か
ら

年
三
月
二
十

南
巨
摩
郡
富
士
川
町
鰍
沢
字
西
村
六

五
日

九
七
三
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
十
五
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

万
力
小
屋
敷

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
字
宮
ノ
窪
三
九

一
八
四
・
一
平
成
二
十
五

線

二
番
の
一
二
地
先
か
ら

年
三
月
二
十

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
字
鳥
居
原
一
〇

七
日

五
四
番
の
四
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
十
五
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

市
之
蔵
山
梨

山
梨
市
上
石
森
字
上
手
原
一
四
〇
番

二
九
三
・
〇
平
成
二
十
五

線

の
一
地
先
か
ら

年
三
月
二
十

山
梨
市
上
神
内
川
字
東
原
七
一
〇
番

七
日

地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
百
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
十
五
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

甲
府
山
梨
線

山
梨
市
堀
内
字
堰
間
五
四
番
の
一
地

四
五
一
・
二
平
成
二
十
五

先
か
ら

年
三
月
二
十

山
梨
市
市
川
字
植
田
一
一
九
八
番
地

七
日

先
ま
で

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
九
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

二
二
六



山
梨
県
告
示
第
百
十
二
号

青
少
年
保
護
育
成
の
た
め
の
環
境
浄
化
に
関
す
る
条
例（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
条
例
第
四
十
三
号
）

第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
も
の
を
有
害
図
書
類
と
し
て
指
定
し
、
平
成
二
十
五
年
三
月
二

十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
指
定
す
る
図
書
類
（
雑
誌
）
の
名
称
及
び
発
行
所

名
　
　
　
　
　
　
　
　
称

発
　
　
行
　
　
所

Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
　
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｌ
　
４
月
号

フ
リ
ー
ク
ス

絶
対
恋
愛
Ｓ
ｗ
ｅ
ｅ
ｔ
　
３
月
号

笠
倉
出
版
社

ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
　
Ｂ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
　
ｖ
ｏ
ｌ．

７

秋
水
社

Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
　
Ｍ
Ａ
Ｘ
　
２
月
号

Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ

実
話
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
　
３
月
号

竹
書
房

恋
愛
熱
情
ラ
ブ
パ
ッ
シ
ョ
ン
　
３
月
号

一
水
社

無
敵
恋
愛
エ
ス
・
ガ
ー
ル
　
３
月
号

ぶ
ん
か
社

Ｂ
Ｏ
Ｙ，

Ｓ
ピ
ア
ス
　
禁
断
　
４
月
号

ジ
ュ
ネ
ッ
ト

裏
モ
ノ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
２
０
１
３
　
４
月
号

鉄
人
社

二
　
指
定
す
る
理
由

著
し
く
性
的
感
情
を
刺
激
し
、
甚
だ
し
く
粗
暴
性
を
助
長
し
、
又
は
著
し
く
犯
罪
を
誘
発
す
る
等

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

公
　
　
　
告

'

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
及
び
就
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
笛
吹

川
沿
岸
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
退
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
　
所

退
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

荻
野
　
正
直

笛
吹
市
石
和
町
井
戸
三
三
九
番
地

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
二
日

二
　
就
　
任

役
職
名

氏
　
　
　
名

住
　
　
　
　
　
　
　
所

就
　
任
　
年
　
月
　
日

理
　
事

倉
嶋
　
清
次

笛
吹
市
一
宮
町
千
米
寺
一
〇
一
四
番

平
成
二
十
五
年
三
月
五
日

地
一

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
字
神
屋
一
一
三
の
一
、
一
一
三
の
二
、
一
二
二
、
一
二
三
、
一
三
二
、
一

三
三
及
び
一
三
四
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一
丁
目
三
十
五
番
四
号
　
株
式
会
社
サ
ン
フ
ジ
企
画
　
代
表
取
締
役
社
長

末
吉
　
糧人

事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
三
百
九
号
　
　
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

二
二
七



委
員
長
　
　
小
　
　
俣
　
　
二
　
　
也

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

「
建
築
設
主
と
し
て
建
築
設
備
に

教
養
試
験

備
　
　
関
す
る
知
識
・
技
術
又

専
門
試
験
（
五
肢

は
そ
の
他
の
能
力
を
必

選
択
）

別
表
第
二
職
員
採
用
上
級
試
験
の
項
中

要
と
す
る
業
務
に
従
事

人
物
試
験
Ⅰ

す
る
こ
と
を
職
務
と
す

人
物
試
験
Ⅱ

る
職
　
　
　
　
　
　
　

論
文
試
験

資
格
調
査

」

「

建
築
設
主
と
し
て
建
築
設
備
に
教
養
試
験

備
　
　
関
す
る
知
識
・
技
術
又
専
門
試
験（
五
肢

は
そ
の
他
の
能
力
を
必
選
択
）

要
と
す
る
業
務
に
従
事
人
物
試
験
Ⅰ

す
る
こ
と
を
職
務
と
す
人
物
試
験
Ⅱ

る
職
　
　
　
　
　
　
　
論
文
試
験

資
格
調
査

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表
職
員
採
用
中
級
試
験
の

そ
の
他
別
に
定
め
る
　
　
　
　
別
に
定
め
る

人
事
委

員
会
が

必
要
と

認
め
る

試
験
職

種

」

「

栄
養
士

主
と
し
て
栄
養
学
に
関

教
養
試
験

す
る
知
識
・
技
術
又
は

専
門
試
験
（
五
肢

そ
の
他
の
能
力
を
必
要

選
択
）

「

項
中
　
　
　
　
　

と
す
る
業
務
に
従
事
す

人
物
試
験
Ⅰ
　
　
　
を

別
に
定
　
別
に
定
め
る

る
こ
と
を
職
務
と
す
る

人
物
試
験
Ⅱ
　
　
　
　
　

め
る

職
　
　
　
　
　
　
　
　

作
文
試
験

資
格
調
査

」

「

行
政
　
他
の
試
験
職
種
の

と
な
ら
な
い
業
務

事
す
る
こ
と
を
職

別
に
定
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
職

に
改
め
、
同
表
職
員
採
用
初
級
試
験
の
項
中

」

警
察
事
県
警
察
の
各
機
関

務
　
　
務
し
、
主
と
し
て

事
務
に
従
事
す
る

「

行
政
　
　
他
の
試
験
職
種
の
対
象
　
教
養
試
験
　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
ら
な
い
業
務
に
従
　
人
物
試
験
Ⅰ

事
す
る
こ
と
を
職
務
と
　
人
物
試
験
Ⅱ

す
る
職
　
　
　
　
　
　
　
作
文
試
験

対
象
　
教
養
試
験
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
格
調
査

に
従
　
人
物
試
験
Ⅰ
　
　
　
　
　
　
警
察
事
　
県
警
察
の
各
機
関
に
勤

務
と
　
人
物
試
験
Ⅱ
　
　
　
　
　
　
務
　
　
　
務
し
、
主
と
し
て
一
般

作
文
試
験
　
　
　
　
を

事
務
に
従
事
す
る
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、

資
格
調
査

に
勤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
　
別
に
定
め
る
　
　
　
　
　
別
に
定
め
る

一
般
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
事
委

職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
会
が

」

必
要
と

認
め
る

試
験
職

種

」

「

行
政
　
職
員
採
用
上
級
試
験
に
　
教
養
試

お
け
る
行
政
の
試
験
職
　
人
物
試

同
表
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
職
員
採
用
試
験
の
項
中
　
　
　
　
　
種
の
対
象
と
な
る
業
務
　
人
物
試

に
従
事
す
る
こ
と
を
職
　
論
文
試

務
と
す
る
職
　
　
　
　
　
資
格
調
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「

行
政
　
　
職
員
採
用
上
級
試
験
に
　
教
養
試
験

お
け
る
行
政
の
試
験
職
　
人
物
試
験
Ⅰ

種
の
対
象
と
な
る
業
務
　
人
物
試
験
Ⅱ

に
従
事
す
る
こ
と
を
職
　
論
文
試
験

験
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
と
す
る
職
　
　
　
　
　
資
格
調
査

験
Ⅰ

験
Ⅱ
　
　
　
を
　
　
そ
の
他
　
別
に
定
め
る
　
　
　
　
　
別
に
定
め
る
　
　
　
に
改
め
、
同
表
任
期
付

験
　
　
　
　
　
　
　
人
事
委

査
　
　
　
　
　
　
　
員
会
が

」

必
要
と

認
め
る

試
験
職

種

」

「

教
養
試
験

専
門
試
験
（
人
事

委
員
会
が
必
要
と

認
め
る
試
験
職
種
　
　
　
　

に
限
る
。）

人
物
試
験
Ⅰ

人
物
試
験
Ⅱ

作
文
試
験
　
　
　
　
　
　
「

職
員
採
用
試
験
の
項
中
　

体
力
試
験
（
人
事
　
　
を
　
別
に
定
め
る
　
　
に
改
め
、
同
表
そ
の
他
人
　

委
員
会
が
必
要
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

認
め
る
試
験
職
種

に
限
る
。）

身
体
検
査
（
人
事

委
員
会
が
必
要
と

認
め
る
試
験
職
種

に
限
る
。）

資
格
調
査

」

「

「

事
委
員
会
が
必
要
と
認
め
る
試
験
の
項
中
　
　
別
に
定
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を」

別
に
定
　
別
に
定
め
る
　
　
　
　
　
別
に
定
め
る

め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

」

別
表
第
四
小
中
学
校
事
務
職
員
採
用
試
験
の
項
中
「
満
二
十
一
歳
」
を
「
満
二
十
九
歳
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号

公
益
的
法
人
等
へ
の
山
梨
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
俣
　
　
二
　
　
也

公
益
的
法
人
等
へ
の
山
梨
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
益
的
法
人
等
へ
の
山
梨
県
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
四
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規

則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
第
十
四
号
及
び
第
十
五
号
を
削
り
、
第
十
六
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
七
号
か
ら
第
三
十

八
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
三
十
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三
十
七
　
社
会
福
祉
法
人
山
梨
県
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

三
十
八
　
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化
協
会
（
昭
和
六
十
三
年
七
月
一
日
に
財
団
法
人
自
治
体
国
際
化

協
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
俣
　
　
二
　
　
也

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
人
事
委
員
会

規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
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を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号

山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
五
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
俣
　
　
二
　
　
也

山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
中
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支

援
す
る
た
め
の
法
律
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

正
　
　
　
誤

○
　
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
付
山
梨
県
規
則
第
二
十
一
号
（
山
梨
県
立
障
害
者
支
援
施
設
設
置
及
　

び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
）

四
〇
ペ
ー
ジ
下
段
終
わ
り
か
ら
七
行
目
か
ら
終
わ
り
か
ら
十
一
行
目
ま
で

「

「

合
計
四
〇
人
　
　
　
　
　
　
　
合
計
四
〇
人

（
第
二
号
の
事
業
　
　
　
　
　
（
第
二
号
の
事
業

に
係
る
定
員
は
、

は
　
　
に
係
る
定
員
は
、

の
誤
り
。

人
を
上
限
と
す
と
　
　
　
　
　
四
人
を
上
限
と
す

す
る
。
）

る
。
）

」

」

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番
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二
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五
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